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２．平成２３年度の研究の特筆すべき成果	
 

	
 	
 	
 	
 ユビキタスネットワーク技術では、昨年度に引き続き、アプライアンスの無線インタ	
 

	
 	
 	
 ーフェースにネットワーク側が自動適応することにより、無線インターフェースの物理	
 

	
 	
 	
 レイヤレベルの標準化のみでアプライアンスのネットワーキングを可能にする、アプラ	
 

	
 	
 	
 イアンス主導型ネットワーク(ADUN:	
 Appliance	
 Defined	
 Ubiquitous	
 Network)の研究を	
 

	
 	
 	
 行った。ネットワークのエッジに設置した電波空間サンプリング装置をユーザが共有し、	
 

	
 	
 	
 それぞれプライベートなユビキタスネットワークを構成してソフトウェア無線機でアプ	
 

	
 	
 	
 ライアンスからの信号を受信するために、オンデマンド・スケーラブルな電波空間デー	
 

	
 	
 	
 タ配信ネットワークの設計を行った。また、電力や通信インフラが不十分な地域、状況	
 

	
 	
 	
 においても、大容量ストレージを運んで仮想的にブロードバンドインターネットサービ	
 

	
 	
 	
 スを提供する問題に取り組み、システムを設計するとともに、ユーザが使うインターネ	
 

	
 	
 	
 ットコンテンツを予測しストレージに格納する技術を開発するための大規模モニター実	
 

	
 	
 	
 験を行った。	
 

	
 	
 	
 	
 フォトニックネットワーク技術では、伝送信号の再利用が可能な独自の光キャリア再	
 

	
 	
 	
 生技術を導入した光ネットワーク構成法の研究を行った。首都圏規模のネットワーク構	
 

	
 	
 	
 成において、利用可能な光キャリア再生回数や、波長を再利用したことによる波長利用	
 

	
 	
 	
 効率の効果を示し、その有効性を示した。また、光信号処理技術に関しては、量子ドッ	
 

	
 	
 	
 ト半導体光増幅器を用いた光波長変換において、世界的にもトップ性能に匹敵する動作	
 

	
 	
 	
 速度 320	
 Gbit/s の無エラー実証実験に成功し、広帯域波長変換動作においても、動作速	
 

	
 	
 	
 度 160	
 Gbit/s において、超高速光通信の主要通信波長帯である 1535-1565	
 nm において、	
 

	
 	
 	
 高品質な可変動作が行えることを示した。	
 

	
 

３．平成２３年度の研究成果の公表実績（主催した研究会、研究成果の発信状況等）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 特になし。	
 

	
 

４．外部資金の獲得状況	
 

	
 	
 [1]「環境知能実現の目指す超消費電力化統合システムの研究開発」	
 

	
 	
 	
 	
 CREST（受託研究）,	
 研究経費：98,000,000 円	
 

	
 	
 [2]「次世代型データセンターに関する研究」	
 

	
 	
 	
 	
 インターネットマルチフィード（受託研究）,	
 研究経費：3,150,000 円	
 

	
 	
 	
 	
 [3]「近距離、低電力インターネット構築技術に関する研究」	
 

	
 	
 	
 	
 NTT 情報プラットフォーム研究所（受託研究）,	
 研究経費：3,634,575 円	
 

	
 	
 	
 	
 [4]「Web	
 Squared と PDN（Personal	
 Device	
 Networking）の動向と将来予測およびアプ	
 

	
 	
 	
 	
 リケーションに関する調査・研究」サイバー創研,	
 研究経費：2,370,000 円	
 

	
 



	
 	
 [5]	
 「モジュール型データセンターにおける電力消費モデルの構築」	
 

	
 	
 	
 	
 株式会社ＩＩＪイノベーションインスティテュート,	
 研究経費：300,000 円	
 

	
 	
 [6]	
 「光キャリア再生可能なフォトニックネットワーク技術の研究」	
 

	
 	
 	
 	
 科研費基盤研究 B,	
 研究経費：1,144,000 円（H23 年度分）	
 

	
 

５．今後の研究発展（外部への発信、外部資金獲得計画を含む）	
 

新年度も学会活動を中心として研究活動を実施し、積極的な研究成果の公表を実施し

ていく。また、イノベーティブ・ネットワーク研究分野を網羅したシンポジウム・講演

会・国際交流事業を開催し、第一線で活躍する外部研究者による講演等を行い、学内外、

産学官の研究連携強化や国際的な研究教育交流を実施する。	
 

外部資金獲得については、本研究ステーションの研究領域を広く網羅出来るような共

同研究や大規模な研究資金獲得に積極的に取り組んで行く。	
 

	
 

６．代表的なピアレビュー論文発表、学会プレナリ、招待講演発表、特許出願、受賞等	
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